
 
 

 
 
 
 

このアンケート調査は、これからの子ども・若者育成支援施策を検討するため、子どもに

係る支援や相談等に携わる方を対象に、経済的に困窮する子どもの状況、その子どもや保護

者が抱えている困難な状況、必要とする支援の内容や支援者間の連携のあり方等についてお

伺いいたします。 

 ご多忙の中大変恐縮ですが、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

多摩市子ども・若者育成支援施策のための支援者調査 

記入にあたってのお願い 

●部署・機関（団体）で、貧困状況に置かれた子どもとその親に対する支援について、最も関わっ

ておられる方 1 名に回答をお願いいたします。 

●特にことわり書きがない限り、全ての質問にお答えください。 

●お答えは、あてはまる選択肢の番号に○印をつけていただく場合と、お答えの内容を具体的にご

記入いただく場合があります。 

●「その他」に○印をつけられた場合には、（ ）内に具体的な内容をご記入ください。 

●ご記入は、黒や青のボールペンまたは鉛筆で、はっきりとわかりやすくお願いします。 

●ご不明な点、調査に関するお問い合わせは、こちらにお願い致します。 

    多摩市役所 子ども青少年部 児童青少年課 子ども・若者育成係 

                  電 話 ０４２（３３８）６９５８ 

                  ＦＡＸ ０４２（３７２）７９８８ 

Ｄ 
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■ あなた自身のことについてうかがいます 

 

問 1．あなたはどのような立場でお仕事をなさっていますか。あてはまる番号１つに○を 

つけてください。なお、複数ある場合は、主なものに１つだけ○をつけてください。 

 

1．事務職 7．教諭 12．スクールカウンセラー 

（SC） 2．保健師 8．指導員 

3．家庭児童相談員 9．NPO スタッフ 13．その他 

（          ） 4．母子・父子自立支援員 10．スクールソーシャル 

ワーカー（SSW） 5．児童福祉司  

6．保育士 11.児童館・学童クラブ職員  

 

 

■ 貧困の状況にある子どもや親の状態について 

 

問 2．あなたは、どのような状況にある子どもを「貧困状況にある」と考えますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．子どものいる世帯（以下、「世帯」という）が生活保護を受給している 

２．世帯が児童扶養手当（ひとり親家庭に対する手当）を受給している 

３．世帯が就学援助費（子どもの学用品費等に対する援助）を受給している 

４．子どもが食事を十分にとれていない 

５．子どもの教育に十分にお金がかけられていない 

６．子どもが身体の成長や季節に応じた服装をしていない 

７．子どもが医療にかかるのを控えている 

８．子どもの住環境が劣悪である 

９．相談できる大人がいない 

10．その他（あれば具体的に：                     ） 

11．わからない 

  



2 

 

問 3．これまでのあなたのご経験から見て、貧困状況にある子どもは、併せてどのような 

状況にあることがよくあるでしょうか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．両親が不仲である 13．学校や職場に友人がいない 

２．ひとり親家庭である 14．学校や職場でいじめをうけている 

３．家庭が地域から孤立している 15．不登校を経験している 

４．親から必要以上に干渉されている 16．学校を中退している 

５．親から過度の期待をかけられている 17．進学を断念している 

６．親から放任（ネグレクト）されている 18．就職後 1 年以内に離職している 

７．親から身体的虐待を受けている 19．自傷行為をしたことがある 

８．親から心理的虐待を受けている 20．DV を含む家庭内暴力がある 

９．親から性的虐待を受けている 21．非行や非行につながる問題行動がある 

10．親が家庭を顧みていない 22．その他（             ） 

11．引越しや転校が多い 23．わからない 

12．学校の授業が理解できていない  

 

 

問 4．あなたのこれまでのご経験から見て、貧困状況にある子どもはどのような項目に 

おいて欠如がみられると思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．読み書き・計算などの基礎的な学力 ９．周囲からの評価への適切な反応 

２．こころの状態の安定性・心身の健康 10．認知（ものの見方・考え方・価値観） 

３．健全な生活習慣・食習慣 11．生活自立能力 

４．コミュニケーション能力 12．意欲・チャレンジ精神 

５．他者への共感性 13．夢や希望 

６．他者への信頼感 14．その他（              ） 

７．自己表現力 15．わからない 

８．自己肯定感・自尊心 16．特に欠如は見られない 

 

 

  



3 

 

問 5．貧困の状況にある子どもは、現在、どのような面で困難を抱えていることが多いと 

感じていますか。あてはまるものを 3 つ選択し、○をつけてください。 

 

１．心身の発達に必要なしつけや食事の提供がされていない 

２．学習についていけない 

３．自己肯定感・自尊感情が低い 

４．将来に目標が持てない 

５．こころの状態が不安である 

６．家庭に居場所がない又は家庭でくつろげない 

７．家族や社会など周囲への信頼感が低い 

８．学校で友人と良好な関係を築くのが難しい 

９．親やきょうだいの世話を任される 

10．親又は子どもが日本語や日本の習慣になじめない 

11．その他（                               ） 

12．わからない 

 

 

問 6．貧困の状況にある子どもの家庭や親はどのような困難を抱えていることが多いと 

感じていますか。あてはまるものを３つ選択し、○をつけてください。 

 

１．親自身が経済的困窮や複雑な家庭環境で育った 

２．精神的に不安定な状態にある（障害がある又は健康上の問題を抱えている以外） 

３．再婚相手や同居するパートナーが何度か替わっている 

４．転職を繰り返すなど安定した就労が得られない 

５．障害がある又は健康上の問題を抱えている 

６．家事や育児の支援者や協力者がいない 

７．家族全体が社会的に孤立している 

８．家庭を顧みない又は関心がうすい 

９．初産年齢が１０代である 

10．親が日本語や日本の習慣になじめない 

11．その他（                               ） 

12．わからない 
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■ 貧困の状況にある子どもや親に対する支援について 

 

問 7．あなたは普段、他の部署・機関の人と、貧困状況にある子どもについて情報を 

やり取りする機会がありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

1 2 3 4 

よくある 

（週 1 回以上） 

ときどきある 

（月 1～数回程度） 

ほとんどない 

（年に 1～数回程度） 

まったくない 

 

 

 

問 7-1．問 7 で「1.よくある」または「2.ときどきある」とお答えの方におたずねします。 

どの部署・機関の人とどのような機会で情報をやり取りすることが多いですか。 

次の Ａ から Ｏ について、あてはまる番号に○をそれぞれ 1 つつけてください。 

※やり取りがない部署・機関については、「6 この部署・機関とやり取りがない」に○をつけてください。 

 通
常
の
業
務 

連
絡
会
議
や
協
議

会
な
ど
の
会
合 

そ
の
他
の
会
合 

個
人
的
な
付
き
合

い そ
の
他 

こ
の
部
署
・
機
関
と

や
り
取
り
が
な
い 

Ａ．市 子育て支援課 1 2 3 4 5 6 

Ｂ．市 生活福祉課 1 2 3 4 5 6 

Ｃ．市 障害福祉課 1 2 3 4 5 6 

Ｄ．子育て総合センター 1 2 3 4 5 6 

Ｅ．保育所 1 2 3 4 5 6 

Ｆ．幼稚園 1 2 3 4 5 6 

Ｇ．児童館 1 2 3 4 5 6 

Ｈ．学童クラブ 1 2 3 4 5 6 

Ｉ．健康センター 1 2 3 4 5 6 

Ｊ．発達支援室 1 2 3 4 5 6 

Ｋ．教育センター 1 2 3 4 5 6 

Ｌ．公立小学校 1 2 3 4 5 6 

Ｍ．公立中学校 1 2 3 4 5 6 

Ｎ．多摩児童相談所 1 2 3 4 5 6 

Ｏ．高等学校 1 2 3 4 5 6 

Ｐ．その他（          ） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

問 7-1 へ 問８へ 
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問 8．支援を行う上で、連携がしにくいと感じている部署・機関等はどこですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．市 子育て支援課 11．教育センター 

２．市 生活福祉課 12．公立小学校 

３．市 障害福祉課 13．公立中学校 

４．子育て総合センター 14．多摩児童相談所 

５．保育所 15．高等学校 

６．幼稚園 16．民生委員・児童委員 

７．児童館 17．NPO 等団体 

８．学童クラブ 18．ハローワーク等就労支援機関 

９．健康センター 19．その他（            ） 

10．発達支援室 20．特になし 

 

 

問 9．あなたは、貧困状況にある家庭への支援にあたって、どのような点が困難だと感じて 

いますか。もっともあてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．保護者との接触、信頼関係づくりが難しい 

２．子どもとの関わり方が難しい 

３．支援に用いることができる制度（資源）が少ない 

４．支援者間での連携が難しい 

５．その他（                               ） 

６．特にない 

７．わからない 

 

 

問 10．あなたが、貧困家庭への支援における問題について、困ったり、悩んだりした場合、 

相談先はありますか。 

 

 ２．相談先はない 

 

 相談先場所を出来れば具体的に教えて下さい。 

（                            ）

１．相談先がある 
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問 11．あなたは、（自分が所属する機関で実際に取り組まれている支援にかかわらず） 
一般的に、貧困状況に置かれた子どもや親に対し、どのような支援がもっと必要だ 

と思いますか。特に必要だと思う番号 3 つを選択し、○をつけてください。 

 

１．経済的支援 

２．相談担当者の質的向上 

３．相談担当者の増員 

４．総合相談窓口の設定 

５．訪問による早期発見や生活支援 

６．保育サービスの提供（病児保育、送迎支援等も含む） 

７．子どもの居場所（遊び・読書等の場）の提供 

８．学校での専門家（SSW 等）による支援 

９．親以外の信頼できる大人との活動 

10．子どもへの学校以外での学習機会の提供 

11．子どもへの文化的活動（自然体験学習、スポーツ等）の機会の提供 

12．子どもへの食事の提供 

13．親の就労の支援 

14．親の受診勧奨 

15．子どもの進学・就労の支援 

16．その他（                               ） 

17．わからない 

 

問 12．あなたは、貧困状況にある家庭への支援に関して、どのような改善が必要だと 

思いますか。自由に記述して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

問 13．あなたは、貧困状況にある子どもや親を支援する際に、工夫していることや心がけ 

ていることはありますか。自由に記述して下さい。 
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問 14．あなたのこれまでのご経験の中で、子どもの貧困の状況が改善に向かったケースが 

あれば、そのケースにおいて改善に向かった背景や要因について自由に記述して 

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15．他の行政機関や NPO 等の団体と連携したことで良い結果が得られたと思われる事 

例があれば、連携先と連携内容を差し支えない範囲で具体的にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16．あなたは、貧困の世代間の連鎖を断ち切るためには、どのような対策が重要だと 

思いますか。自由に記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました。～ 

 

 

 

 


